
笑いヨガとは・・・身体的効果・心理的効

果・生活改善効果・社会的効果があります。

笑いが心身の健康に良いとわかっていても、

気分が乗らないと笑えませんが、笑いヨガな

ら、どんな気分でも笑えます。健康効果を実

感できるので、継続しやすい健康法です。ぜ

ひこの機会に体験してみてください。
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熱気球の魅力

【参加者募集】

■ 11 / 14（木）
10：00～11：50

地域の力を結集！

自分の体に向き合って…

□場 所 千厩市民センター 大会議室
■参加料 無料
□対 象 笑いヨガに興味のある方
申込み：千厩市民センター TEL 52-2309

市民講座「絵画教室」の受講

生８人は14日、移動研修を実施。

岩手県立美術館を訪れた後、

トーサイクラシックホール岩手で

開催中の岩手芸術祭美術展（共

に盛岡市）で絵画を鑑賞。

受講生は岩手で活動している

人たちの絵に触れ、とても勉強

になった様子でした。

元気セミナー「セルフケア講座」は、

自律神経が整う効果がある「腸活マッ

サージ」 、リンパの流れを改善する「リン

パマッサージ」、代謝を上げる「足つぼ

マッサージ」と各回のコースを用意し、全

3回延べ74人が参加し大好評で終了しまし

た。  

参加した皆さんは、自分の体と向き合っ

ていきたいと話していました。

問い合わせ先 千厩警察署 51-0110

「急」がつかない運転
【 冬道での禁止行為 】

 ○ 急ブレーキ
 ○ 急な進路変更
 ○ 先を急ぐこと

189（いちはやく） 気づいてあげて そのサイン

～ け い さ つ か ら の お 知 ら せ ～

○ 家に帰りたがらない
○ いつも空腹にしている
〇 不自然な痣や傷が多い
〇 季節にそぐわない服装

冬期間中の安全走行の推進

児 童 虐 待 防 止 対 策 の 推 進

児童相談所（全国共通ダイヤル189番）

最寄りの警察署または駐在所へ 緊急時は110番

へ通報をお願いします。

「児童虐待かも？」と思ったら

    凍結路面での「急」は交通事故に直結します。
時間と心にゆとりを持ち安全運転を心がけましょう。

◇婦人会フェスタやるよ♪

奉仕作業ありがとうございました

笑いヨガで心もからだも元気に！
千厩町婦協フェスタ2024
千厩市民センター成人学習講座

第68回千厩地区民運動会

千厩地区体育協会主催の第68回

千厩地区民運動会は6日、千厩多目

的グラウンドで行われました。

運動会には約350人が参加。

各チームは地域の力を結集して競

技に汗を流し、秋の一日を楽しみま

した。

また、子どもたちが気軽に参加で

きる種目や工夫をこらした応援なども

あり、楽しく親睦を深めた様子でした。

総合成績

1位：２－１区
2位：北ノ沢
3位：１－２区

1位：菅原家族（２－１区）
2位：小野寺家族（北ノ沢）
3位：及川家族（１－１区）

２－１区
駒場

千葉とき（小田梅田）
照井   澄（１－１区）
（敬省略）

家族リレー 応援賞 特別賞
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～元気セミナー～

千厩中学校の生徒さん
7人に運営スタッフとし
て協力いただきました。
ありがとうございました。

注目の美術展を訪れて

絵画教室 移動研修

千厩長生会連合会の皆さんには9月25日、
千厩保育園と千厩市民センターの外周清掃
をしていただきました。
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